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はじめに :原発巣と転移巣との生物学的差異に関し

ては,化 学療法などの面より比較されているがいまだ

充分ではない。今回,著 者らは同一患者の原発巣と転

移巣を別個にヌードマウスヘの移植を試み,そ の移植

成功率の面から両者の生物学的差果を比較検討したの

で報告する。

対象と方法 :胃癌,大 腸癌でリンパ節転移あるいは

肝転移を有する症pllからそれぞれの癌組織を5mm角

ずつ採取し,異 るヌードマウス皮下に移植した。今回

検討した症例は,胃 癌 6例,大 腸癌 4例の計10例で,

その内訳は胃癌では原発巣とリンパ節 2例,原 発巣と

リンパ節と肝転移巣 4例,大 陽癌では原発巣とリンパ

節2例,原 発巣とリンパ節と肝転移巣 2例である。 こ

れらの移植腫瘍が,lcmに 達した株を移植成功とし

ブこ.

結果 :移植に成功したのは胃癌 2例,大 腸癌 4例の

6例で,そ の内原発巣と転移巣が同時に移植できたの

は5例にもみられた(表)。つまりいずれの部位も移植

されなかった胃癌 4例を加えると,今 回検討した10例

中9例 までが原発巣と転移巣が同時に移植されるか,

同時に移植されないかであり,移 植成功率からみた原

発巣と転移巣の間には差果はほとんど認められなかっ

ブと.

考察 :原発巣と転移巣のhetetogeneityの相違につ

いては,化 学療法の感受性の差や,腫 瘍マーカーの局

在の差などから比較されているが,両 者はかなり異る

といった報告が多い1)。その理由としてheterogenous

な原発腫瘍細胞から,転 移巣において腫瘍増殖のため

の環境に適したものが選択されて転移巣が形成される

ためと推測されている。今回用いたヌードマウス移植

腫瘍は,均 一の条件下で原腫瘍の生物学的活性や増殖

能を再現させるのに適した実験系であり,ま た移植に
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表 胃 癌,大 腸癌の発巣,転 移巣同時ヌードマウス移

植症例

おける手技もほぼ確立され,その移植成功率の比較は,

原発巣と転移巣との生物学的差異の 1側面を表現しう

るものと考えられる。

今回の検討では,10例 中 6例 移植に成功し,そ の内

5例 で原発巣と転移巣が同時に移植された。つまり移

植成功率からみた場合,原 発巣と転移巣とのあいだに

はほとんど差果はみられず, さらに転移巣の中でもリ

ンパ節と肝転移巣との間にも差はみられなかった。 こ

の結果からでは,原 発巣と転移巣とのあいだの heter‐

ogeneityの差は予想されるよりも小さいのではない

かと推測されるが,今 後さらにこれらの同時移植成功

株を用い,発 育速度の差や in vivoからみた化学療法

剤に対する感受性の差など多方面より比較検討し,原

発巣と転移巣の差果を明らかにしたい。
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